
Ⅴ　資料

1.　長崎大学ダイバーシティ推進センター研究紀要

長崎大学ダイバーシティ推進センターでは、今年度から、ダイバーシティに関わる研究を発展させていくことを
目的に、その科学的知見を蓄積し、広く公開する『長崎大学ダイバーシティ推進センター研究紀要（Diversity…and…
Inclusion…Research…in…NAGASAKI…University）』を発行することになりました。

年１回発行とし、オンライン・ジャーナルの形態で公開します。
今年度は、５名の方からの投稿があり、３月末に発行しました。目次は以下の通りです。

原著

札幌地裁と大阪地裁の同性婚裁判における「婚姻」観の違いについて
―「婚姻」とは何か、「婚姻の本質」をめぐっての裁判官の見解を中心に―

河村有教

ケベックのフランス語系大学における性の多様性の尊重に向けた取組み 矢内琴江

学校における働き方見直しの促進要因及び阻害要因となる教師の意識 吉田ゆり

活動報告

WISELI潜在的バイアスワークショップの日本での展開における課題 中島ゆり

マタニティ白衣レンタルと出産・子育てを経験する女性医師に関する研究
―助成医師の就労継続を支援するために

南貴子
伊東昌子
瀬戸牧子

投稿規定の主な内容は以下の通りです。
【投稿者の資格】

１）…第一筆者もしくは責任筆者は、長崎大学教職員のうち、ダイバーシティ推進センターの各種委員会等の委員
とする。

２）…共同執筆者は、１）の指導または協力による共同研究者（学内、学外を問わない）を含むことができる。
３）…ダイバーシティ推進センター長が適切と認めた者。

【刊行・公開の形態】
１）…紙媒体での刊行は行わない。
２）…電子化公開（オンライン）のみとし、長崎大学学術研究成果リポジトリに掲載し、公開する。

【原稿の種類】
原稿の種類 内容

原著
適切な方法論に基づいて実施された研究・観察であり、独創性・新規性ともに科学的価値が
認められる論文

展望 これまでの知見、研究業績を総括し、解説した論文

実践研究 テーマの実践について研究・観察された論文

活動報告 テーマの実践報告であり、他地域・分野で同様の事業・活動を展開する上で参考になる報告

資料 貴重な資料となるデータを有している論文

その他
上記のいずれにも該当しない原稿で、重要な内容を有しているもの．編集委員の判断により、
適宜、「オピニオン」「書評」等のカテゴリーを設けることがある．
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2.　バイアス習慣を断つためのワークショップ 
　　ジェンダー公正を進める職場づくり（WISELI （翻訳書））

【発行の経緯】
2019年に採択された「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（先端型）」の一環として「ダイバーシティ

推進学習プログラムの開発」を進める上でまずは海外の先駆的な取り組みを参考にするために2020年3月に中島副
センター長がアメリカのウィスコンシン大学マディソン校の科学・工学分野女性リーダーシップ研究所（Women…
in…Science…and…Engineering…Leadership…Institute…:…以下、WISELI）を訪問しDr.…Jennifer…Sheridanにヒアリングを
実施することになった。ヒアリングの際に譲り受けたのが、採用の公正な方法について記されたSearching…for…
Excellence…&…Diversity:…A…Guide…for…Search…Committees”および本訳書の原著である”Breaking…the…Bias…Habit:…A…
Workshop…to…Promote…Gender…Equity”であった。ヒアリング時にこれらのガイドラインは長崎大学のほか同じく
JSTの助成を得てWISELIと提携していた大阪市立大学（現…大阪公立大学）が譲り受け、日本で翻訳される予定が
あることを聞いた。2021年9月に大阪市立大学女性研究者支援室に連絡を取り、協同で翻訳することとなった。上
記2冊のうち、Breaking…the…Bias…Habit:…A…Workshop…to…Promote…Gender…Equity”は長崎大学が学習プログラムの
開発に参考にしたことから、主として翻訳作業を行い、2023年3月に『バイアス習慣を断つためのワークショップ
──ジェンダー公正を進める職場づくり』を明石書店から出版することとなった。

【翻訳書の内容】
『バイアス習慣を断つためのワークショップ─ジェンダー公正を進める職場づくり』は潜在的バイアスを断つた

めのワークショップの方法についてのガイドラインである。3つのモジュールからなり、まずモジュールIにおいて
思考の習慣としての潜在的バイアスとは何かについて学び、モジュールIIでは職場において顕在する６つのバイア
ス（PERSIST）、すなわち「規範的なジェンダー秩序（Prescriptive…Gender…Norms）」、「期待バイアス（Expectancy…
Bias）」、「業績の再定義（Reconstructing…Credentials）」、「ステレオタイプ・プライミング（Stereotype…Priming）」、

「役割不適合（Incongruity…of…Roles）」、「ステレオタイプ脅威（Stereotype…Threat）」といった用語について学ぶ。
さらにモジュール３において、個人的・組織的なプロセスの両方においてバイアスを適応するのを最小限にするエ
ビデンスベースの戦略について学ぶ。ここではステレオタイプを頭から追い払おうとする「ステレオタイプ抑制」
や「自分の客観性に対する信頼」が効果のない戦略だとして紹介し、その後、効果のある戦略として「ステレオタ
イプを代替する」、「反ステレオタイプ・イメージング」、「個別化」、「パースペクティブ・テイキング」、「接触の機
会を増やす」という戦略が紹介されている。主にSTEMM領域の教員・職員を対象として開発されたものであるが、
他領域や学生に対しても応用可能であり、潜在的バイアスへの学びを深める上で有意義なガイドラインである。
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3.　ニュースレター（おもやい通信）

おもやい通信第49号（令和４年７月発行）

おもやい通信第48号（令和４年５月発行）

資　料

− −71



おもやい通信第51号（令和４年11月発行）

おもやい通信第50号（令和４年９月発行）
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おもやい通信第52号（令和５年２月発行）
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4.　ニュースレター（介護の通信）

秋号（10月発行）     

春号（５月発行）     夏号（７月発行）

冬号（12月発行）
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５．　センター紹介パンフレット

ダイバーシティ推進センターでは、センターの活動を多くの方に知っていただくために、平成27年度にセンター
紹介パンフレットを作成しました。その後、実施体制や活動の柱となる委員会の改編に伴い平成30年２月に、事業
の見直し等に伴い令和４年２月に改訂版を発行しました。ダイバーシティ推進センターの理念や運営方針をもとに
行っているさまざまな事業内容や取組を分かりやすくまとめています。

※ダイバーシティ推進センターホームページに掲載し、気軽にご覧いただけるようにしています。

＜主な内容＞
・ダイバーシティ推進センター実施体制
・ダイバーシティ推進センターの利用
・仕事とライフイベントとの両立支援
・仕事と育児との両立支援
・仕事と介護との両立支援（学内・地域連携）
・研究力アップ支援
・教職員のためのネットワーキング
・ダイバーシティの環境づくり
・刊行物紹介
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６．ダイバーシティ推進センター主催セミナー一覧

日　時 セミナー名 内　容

５月12日 18：00 ～ 19：00 ウェルカムカフェ ※７

５月26日 12：15 ～ 12：40 学習プログラムSDセミナー ※１

６月22日 16：10 ～ 19：20 ケアラーサポーター育成研修 ※３

６月23日 12：15 ～ 12：40 学習プログラムSDセミナー ※１

７月６日 16：10 ～ 17：40 ケアラーサポーター育成研修 ※３

７月28日 16：00 ～ 17：30 学習プログラムSDセミナー ※１

８月３日 16：00 ～ 17：30 学習プログラムSDセミナー ※１

８月９日 16：00 ～ 17：00 女性研究者のオンラインカフェ ※２

８月19日 14：00 ～ 15：30 仕事と介護の両立セミナー ※４

９月29日 14：30 ～ 15：30 学習プログラムSDセミナー ※１

10月７日 14：00 ～ 15：00 仕事と介護の両立セミナー ※４

10月21日 15：00 ～ 16：00 学習プログラムSDセミナー ※１

11月25日 14：00 ～ 15：00 学習プログラムSDセミナー ※１

12月１日 14：00 ～ 15：00
市民公開講座
学習プログラムSDセミナー

※５

１月20日 15：00 ～ 16：00 学習プログラムSDセミナー ※１

２月15日 15：00 ～ 16：00 学習プログラムSDセミナー ※１

３月３日 14：00 ～ 15：30 学習プログラムSDセミナー ※１

３月８日 16：00 ～ 17：00 女性研究者のオンラインカフェ ※２

３月９日 14：00 ～ 16：00 病院働き方改革シンポジウム ※６

※１　学習プログラム25頁参照
※２　女性研究者のネットワークづくり21頁参照
※３　仕事と介護の両立に関するイベント44頁参照
※４　仕事と介護の両立に関するイベント43頁参照
※５　長崎大学市民公開講座32頁参照
※６　長崎大学ワークスタイルイノベーション（WSI）36頁参照
※７　教職員の交流61頁参照
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７．長崎大学における女性研究者・学生に関わる基礎データ

長崎大学女性教員の現状

７－１　女性教員採用率の推移（2006年度～ 2022年度）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　… 2023年２月１日現在　　　　　　　　　　　　　　　

年度 男性（人数） 女性（人数） 合計 女性比率（％）
2006 79 15 94 16.0
2007 87 28 115 24.3
2008 85 22 107 20.6
2009 104 21 125 16.8
2010 102 20 122 16.4
2011 92 25 117 21.4
2012 128 34 162 21.0
2013 136 36 172 20.9
2014 87 71 158 44.9
2015 121 37 158 23.4
2016 110 40 150 26.7
2017 90 30 120 25.0
2018 117 38 155 24.5
2019 92 51 143 35.7…
2020 104 32 136 23.5
2021 92 36 128 28.1…
2022 94 54 148 36.5
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７－２ 女性教員在籍比率の推移（2011年度～ 2022年度）

※女性教員比率：各年５月１日現在の女性教員数の比率（助手を含む）
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７－３ 部局別女性教員数および比率（2022年度）
… 2022年５月１日現在…

… 朱書斜体は女性の内数
（人） （％）

教授 准教授 講師 助教 助手
計 女性計 女性比率

男女 女 男女 女 男女 女 男女 女 男女 女

人文社会科学域（教育学系） 34 8 41 11 0 0 3 2 0 0 78 21 26.9

人文社会科学域（経済学系） 14 3 20 6 2 1 5 3 0 0 41 13 31.7

人文社会科学域（多文化社会学系） 8 2 16 4 0 0 6 2 0 0 30 8 26.7

総合生産科学域（環境科学系） 18 2 20 5 0 0 2 0 0 0 40 7 17.5

総合生産科学域（工学系） 30 3 37 2 0 0 22 0 1 0 90 5 5.6

総合生産科学域（水産学系） 21 1 15 6 0 0 3 0 0 0 39 7 17.9

総合生産科学域（情報データ科学系） 11 1 12 0 0 0 6 1 0 0 29 2 6.9

水産学部 1 0 4 0 0 0 3 0 0 0 8 0 0.0

生命医科学域 2 0 1 0 2 0 2 1 0 0 7 1 14.3

生命医科学域（医学系） 37 2 32 3 12 1 47 14 0 0 128 20 15.6

生命医科学域（歯学系） 17 3 18 5 0 0 41 14 0 0 76 22 28.9

生命医科学域（薬学系） 15 2 15 1 0 0 9 1 0 0 39 4 10.3

生命医科学域（保健学系） 20 7 15 7 0 0 14 11 0 0 49 25 51.0

グローバル連携機構 1 0 2 1 0 0 2 1 0 0 5 2 40.0

研究開発推進機構 1 1 4 1 0 0 1 1 0 0 6 3 50.0

海洋未来イノベーション機構 4 0 1 0 0 0 3 0 0 0 8 0 0.0

熱帯医学・グローバルヘルス研究科 9 0 5 2 0 0 6 5 0 0 20 7 35.0

熱帯医学研究所 13 1 8 2 0 0 26 9 0 0 47 12 25.5

原爆後障害医療研究所 10 1 5 1 0 0 21 12 0 0 36 14 38.9

病院 18 3 16 2 53 11 176 57 44 14 307 87 28.3

高度感染症研究センター 6 1 3 1 0 0 3 2 0 0 12 4 33.3

留学生教育・支援センター 1 0 3 3 0 0 1 1 0 0 5 4 80.0

保健センター 0 0 3 1 0 0 2 2 0 0 5 3 60.0

ＩＣＴ基盤センター 1 0 3 0 0 0 0 0 0 0 4 0 0.0

教育開発推進機構 4 0 3 2 0 0 1 1 0 0 8 3 37.5

言語教育研究センター 6 2 1 0 1 1 7 3 0 0 15 6 40.0

核兵器廃絶研究センター 3 0 1 1 0 0 0 0 0 0 4 1 25.0

ダイバーシティ推進センター 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 1 100.0

先端創薬イノベーションセンター 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0.0

環境保全センター 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0.0

放射線総合センター 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0.0

感染症研究出島特区 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0.0

＊広報戦略本部ほか 3 0 2 1 0 0 1 0 0 0 6 1 16.7

総計 310 43 308 69 70 14 414 143 45 14 1,147 283 24.7

女性比率 13.9… 22.4… 20.0… 34.5… 31.1…

＊広報戦略本部ほか : 広報戦略本部、計画・評価本部、バイオセーフティ管理官室、障がい学生支援室、キャリアセンター
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７－４ 部局別女性教員数および比率（2021年度）
… 2021年５月１日現在…

… 朱書斜体は女性の内数
（人） （％）

教授 准教授 講師 助教 助手
計 女性計 女性比率

男女 女 男女 女 男女 女 男女 女 男女 女

人文社会科学域（教育学系） 36 8 41 11 0 0 3 2 0 0 80 21 26.3

人文社会科学域（経済学系） 14 3 20 4 2 1 5 2 0 0 41 10 24.4

人文社会科学域（多文化社会学系） 7 2 13 3 0 0 3 1 0 0 23 6 26.1

総合生産科学域（環境科学系） 16 1 23 5 0 0 2 0 0 0 41 6 14.6

総合生産科学域（工学系） 30 2 39 2 0 0 22 0 1 0 92 4 4.3

総合生産科学域（水産学系） 21 1 15 5 0 0 0 0 0 0 36 6 16.7

総合生産科学域（情報データ科学系） 11 0 13 1 0 0 6 1 0 0 30 2 6.7

水産学部 1 0 3 0 0 0 4 0 0 0 8 0 0.0

生命医科学域 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0.0

生命医科学域（医学系） 39 2 29 3 15 1 54 15 0 0 137 21 15.3

生命医科学域（歯学系） 20 3 17 4 0 0 44 16 0 0 81 23 28.4

生命医科学域（薬学系） 15 2 16 0 0 0 9 1 0 0 40 3 7.5

生命医科学域（保健学系） 19 7 13 6 0 0 14 9 0 0 46 22 47.8

グローバル連携機構 1 0 2 1 0 0 1 0 0 0 4 1 25.0

研究開発推進機構 2 1 4 0 0 0 1 1 0 0 7 2 28.6

海洋未来イノベーション機構 5 0 1 0 0 0 3 0 0 0 9 0 0.0

熱帯医学・グローバルヘルス研究科 11 2 5 1 0 0 5 4 0 0 21 7 33.3

熱帯医学研究所 16 2 6 1 1 1 30 11 0 0 53 15 28.3

原爆後障害医療研究所 12 2 4 1 1 0 20 9 0 0 37 12 32.4

病院 17 2 18 2 54 15 179 54 29 10 297 83 27.9

感染症共同研究拠点 8 1 2 0 0 0 2 2 0 0 12 3 25.0

附属図書館 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

留学生教育・支援センター 1 0 3 3 0 0 0 0 0 0 4 3 75.0

保健センター 0 0 2 0 0 0 2 2 0 0 4 2 50.0

先導生命科学研究支援センター 1 0 1 0 0 0 2 1 0 0 4 1 25.0

ＩＣＴ基盤センター 1 0 3 0 0 0 0 0 0 0 4 0 0.0

教育開発推進機構 2 0 3 2 0 0 2 1 0 0 7 3 42.9

言語教育研究センター 6 2 1 0 1 1 7 3 0 0 15 6 40.0

核兵器廃絶研究センター 3 0 1 1 0 0 0 0 0 0 4 1 25.0

ダイバーシティ推進センター 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

先端創薬イノベーションセンター 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0.0

環境保全センター 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0.0

＊広報戦略本部ほか 4 0 2 1 0 0 1 0 0 0 7 1 14.3

総計 321 43 301 57 74 19 421 135 30 10 1,147 264 23.0

女性比率 13.4… 18.9… 25.7… 32.1… 33.3…

＊広報戦略本部ほか : 計画・評価本部、広報戦略本部、バイオセーフティー管理官室、障がい学生支援室、キャリアセンター
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７－５ 部局別女性教職員比率の推移

※女性教員比率　：　各年５月１日現在の学部・研究科教員数における女性教員数の比率（助手を含む）

2019年に学域が設置され、教育学部・教育学
研究科、経済学部、多文化社会学部の教員は
人文社会学域に配置換となりました。

2019年に学域が設置され、水産学部、水産・
環境科学総合研究科、工学研究科の教員は総
合生産科学域に配置換となりました。

人文社会科学域（経済学系）　

総合生産学域（環境科学系）

水産・環境科学総合研究科

人文社会科学域（教育学系）

人文社会学域（多文化社会学系）

総合生産科学域（水産学系）

教育学研究科/教育学部

資　料

− −81



生命医科学域（医学系）

生命医科学域（薬学系）

総合生産科学域（情報データ科学系）

生命医科学域（歯学系）

生命医科学域（保健学系）

総合生産科学域（工学系）

資　料

− −82



原爆後障害医療研究所

熱帯医学研究所

病院

熱帯医学・グローバルヘルス研究科

資　料

− −83
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各年５月１日現在

学部学生の女性比率

修士及び博士前期課程の女性比率

修士及び博士後期課程の女性比率

７－７　女子学生の学部・研究科別比率（グラフ）
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